	第５回法人研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告者：福士　一、紫波　ひとみ

	講義内容：「喫煙と健康」

講　師：精神保健福祉領域　病院事務G　高橋GOM

	日　時：平成19年　1月　29日（月）　30日（火）　　17:30～18:30

	場　所：メンタルケア病棟　4Ｆ　千葉記念講堂

	１．研修内容

Ⅰ.喫煙による健康被害（禁煙・喫煙者両者対象）

①慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）について

②喫煙による健康被害のリスク（心疾患・脳卒中）

③家庭内喫煙者における家族への影響

（有喘息様気管支炎率・低体重児出生・乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ））

Ⅱ.禁煙へのアプローチ（喫煙者対象）

④喫煙本数の疾患と死亡率

⑤禁煙へのアプローチ（例：ニコチンパッチなど）

⑥禁煙の効果、非喫煙状態のレベルにもどる時間

⑦たばこ依存度評価

・ファガストローム依存度指数

・簡易ニコチン依存度テスト

※その他資料添付

２．アンケート集計

参加者　　152名

職員参加率　　　　85％　　※業務、病欠者は除く

アンケート回収率　100％

アンケート結果

分かりやすかった　　　　　136名

楽しかった　　　　　　　　　8名

難しかった　　　　　　　　　1名

つまらなかった　　　　　　　2名

分かりやすく楽しかった　　　4名

無回答　　　　　　　　　　　1名

３．アンケート内容
①役立つと感じた事

②質問事項

③今後のテーマ希望

④感想

①役立つと感じた事（主な内容）

・喫煙をすると、禁煙者の身体状態と同じ状態にするには10～15年かかること。

・喫煙により肺がんになる割合が高いなど、身体にどのような悪影響が及ぼすのかというたばこによる身体被害と死亡率。

・肺がんになった肺と健康な肺の写真の比較と非喫煙者と喫煙での健康状態の比較。

・３月よりJRが全車両禁煙車両になること。

・たばこによる身体被害は吸う本人だけでなく、そのまわりにいる家族にも影響するという事と肺がんの恐ろしさと女性の喫煙者が多い事。

②質問事項

・たばこを全然吸わない人が、45歳で肺がん死亡したことについて、ほかの原因はなんだろうと思った。

③今後のテーマ希望

・タバコだけでなくアルコールによる健康被害

・肥満による健康被害

・法人職員の喫煙の実態（タバコの成分なども含め）

④感想（主な内容）
・このような研修内容も大変勉強になり、また自分の家族や身の回りの喫煙者に教える事ができる。この機会に今日から禁煙と家族にも禁煙をすすめたい。

・患者様へも指導できればよいと思った。今後、利用者や禁煙を目指す・しなくてはならない対象者への説明として役立てられる内容だった。資料にグラフなどが使われている為、数字としてわかりやすい講義だった。

・喫煙は習慣性だと思っていたが、依存ということが分かり、禁煙に役立てたいと思った。

・喫煙者の気持ちも分かるが、健康面や金銭面、周囲の影響も考え、できるだけ禁煙につなげてほしい。

・女性は老けやすくなる、シミ・シワが増えると聞いて、やめようかと考えてしまった。

・自分は喫煙しないが、家族が喫煙者なので不安になった。喫煙は怖いので、今後は吸わないようにしたい。

・こんなに体に悪いタバコは売らない方がいいと思う。

・たばこを吸っても良いことはないという事を一人でも多くの人が認識して欲しいと思った。たばこの煙が大変苦手なので、禁煙する人達が増えるといい。

・敷地内全面禁煙にしてみてはどうでしょうか。そういう病院も増えているので。

・吸わない人には不要な研修であり、パンフレットが青少年向けだったのが残念だった。

・マイクの音が聞きづらかった。

・逆に止められるか不安になった。

４、考察

・アンケート結果のように今回の研修はデータやグラフに基づいての講義であった為、「資料がありとても分かり易かった」という声が多数ありました。手元に資料、パンフレットがある事、それにそってのパワーポイントでの説明がとても良かったと思われます。

・各職員それぞれに今回の研修を活用しようとするアンケート結果もあり、大変良い研修

内容だと思いました。（例：身のまわりの御家族に対する禁煙のすすめや職員指導など）

・今回は一時間前に暖房を着けたので「寒い」という苦情はなかった。

・１日目にマイクが聞き取りにくかったという指摘があったので、２日目は調整行った。

・講師からのアドバイスもあり前列から座るよう強い促しとテープを張るなどを行った。結果、前列から中央部にかけ空席なく座ることができた。アンケートに次回からもテープを張るなどし、前から座って頂くようにして、習慣付けではという声もあった。

・外部施設の職員が雪のせいか、外階段を利用する方はいなかった。しかし、患者様逃亡防止の為、できるだけ外階段の利用を促し研修案内に明示しておくことが必要。










